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北
総
地
域
で
は
船
橋
と
肩
を
並

べ
る
賑
や
か
さ
で
あ
っ
た
と
、
案

内
人
は
ま
ち
の
歴
史
を
名
調
子

で
語
り
ま
す
。

　
舟
は
弁
天
橋
、
J
R
成
田
線
の

鉄
橋
、
弁
天
大
橋
を
抜
け
、
六
軒

川
と
の
合
流
地
点
へ
。
こ
こ
か

ら
手
賀
川
と
な
り
、
気
持
ち
の
良

い
広
さ
の
風
景
の
中
を
下
手
賀

沼
方
面
に
向
か
い
ま
す
。
水
面

に
は
カ
ワ
ウ
や
カ
イ
ツ
ブ
リ
、
川

辺
の
葦
の
し
げ
み
や
穂
先
に
水

鳥
が
さ
え
ず
っ
て
賑
や
か
で
す
。

さ
ら
に
進
ん
で
い
く
と
、
真
っ
白

な
コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
先
導
す

る
よ
う
に
舟
の
先
を
泳
い
で
行

き
ま
す
。　
羽
を
超
え
る
コ
ブ

70

ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
、
川
の
あ
ち
こ
ち

に
巣
作
り
を
し
て
い
る
季
節
で

し
た
。
コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
姿

を
見
る
と
そ
ろ
そ
ろ
帰
路
に
着

く
時
刻
で
す
。

　
帰
り
は
手
賀
川
か
ら
六
軒
川
に

入
り
ま
す
。
六
軒
大
橋
の
手
前
に

新
し
く
で
き
た
寄
港
地
「
川
の
停

車
場
」
の
看
板
が
見
え
ま
す
。
こ

こ
で
は
毎
月
第
三
土
曜
日
に
「
産

直
軽
ト
ラ
市
＆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
が
開
か
れ
、
地
元
新
鮮
野
菜
、

植
木
・
盆
栽
や
リ
サ
イ
ク
ル
衣
料

な
ど
の
お
店
が
並
び
ま
す
。
六
軒

橋
を
く
ぐ
り
、
旧
六
軒
橋
跡
あ
た

り
も
か
つ
て
の
船
着
き
場
跡
が
並

ら
乗
船
に
つ
い
て
の
注
意
説
明
の

後
、
早
速
出
船
で
す
。
近
く
の
手

賀
排
水
機
場
前
を
ゆ
っ
く
り
進
み
、

大
森
・
六
軒
の
町
中
を
巡
る
弁
天

川
へ
と
向
か
い
ま
す
。
こ
の
弁
天

川
は
江
戸
時
代
に
人
の
手
に
よ
り

開
削
さ
れ
た
「
掘
割
」
で
あ
り
、

川
沿
い
に
は
そ
の
昔
、
製
糸
工
場

や
染
物
工
場
、
近
郷
一
の
品
ぞ
ろ

え
で
繁
盛
し
た
呉
服
店
、
料
亭
や

割
烹
、
映
画
館
な
ど
が
立
ち
並
び
、

身
近
な
水
辺
の
ク
ル
ー
ズ

　
　「
い
ん
ざ
い
ぶ
ら
り
川
め
ぐ
り
」

広報レポーター： 宇野　建夫 （小倉台）
うの　　　たてお

桜
好
き
の
わ
れ
に
も
予
知
の
出
来
ぬ
事
呼
ば
れ
て
戻
れ
ぬ
旅
は
い
つ
の
日

高
　
花
　
　
　
田
中
　
兵
作

桃
の
実
の
小
さ
き
膨
ら
み
見
つ
け
て
は
喜
ぶ
孫
の
ゑ
く
ぼ
可
愛
ゆ
し

滝
　
野
　
　
　
松
崎
　
　
登

ビ
ル
街
の
空
覆
ふ
ご
と
桜
咲
き
新
入
社
員
の
顔
々
り
り
し

小
倉
台
　
　
　
小
澤
芙
美
子

父
逝
き
し
の
ち
に
植
ゑ
た
る
花
水
木
う
す
べ
に
色
に
今
年
も
咲
け
り

大
　
森
　
　
　
小
島
　
綾
子

サ
シ
バ
飛
び
い
づ
こ
に
も
鶯
の
声
し
て
野
の
花
多
き
谷
津
を
ぞ
歩
む

　
若
　
萩
　
　
　
堀
江
　
二
雄

天
空
の
風
に
抱
か
れ
鯉
の
ぼ
り

滝
　
野
　
　
　
田
波
　
英
俊

道
標
の
す
こ
し
傾
き
目
借
時

大
　
森
　
　
　
滝
沢
　
節
子

母
子
草
よ
け
て
狭
庭
の
草
を
ぬ
く

戸
　
神
　
　
田
久
保
み
や
子

陽
炎
の
中
の
日
の
出
や
相
模
灘

小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

も
の
の
芽
の
う
る
お
い
ほ
ぐ
す
朝
ま
だ
き

大
　
森
　
　
　
吉
田
　
弘
子

　
印
西
市
の
地
図
を
広
げ
る
と
、

北
に
利
根
川
、
東
南
に
印
旛
沼
、

西
に
手
賀
沼
と
水
辺
に
囲
ま
れ
た

「
水
の
郷
」
だ
と
あ
ら
た
め
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
物
と
人
を

運
ぶ
た
め
に
舟
が
重
要
な
手
段

だ
っ
た
明
治
の
終
わ
り
ま
で
、
こ

の
地
が
舟
運
で
栄
え
て
い
た
こ
と

を
比
較
的
最
近
知
り
ま
し
た
。
そ

の
名
残
を
木
下
・
六
軒
地
区
に
あ

る
掘
割
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
、
5
月
の
さ
わ
や
か

に
晴
れ
た
日
に
、
中
央
公
民
館
の

裏
手
に
あ
る
「
い
ん
ざ
い
ぶ
ら
り

川
め
ぐ
り
」
の
発
着
場
を
訪
ね
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
和
船
仕
立
て
の
小
型

の
舟
は
ほ
ぼ
満
席
で
、
案
内
人
か

掲載情報は5月12日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
3
―
4
）

は
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
壁
面
や
吹
き

抜
け
の
中
庭
空
間
を
設
け
、
自
然

の
光
を
い
っ
ぱ
い
に
取
り
入
れ
た

複
合
施
設
で
す
。
印
西
牧
の
原

駅
圏
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し

て
平
成
　
年
に
開
館
し
、
公
民
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館
・
児
童
館
・
図
書
館
・
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
4
つ
の
機
能

を
備
え
て
お
り
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

世
代
が
利
用
で
き
る
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
公
民

館
は
、
多
目
的
室
・
視
聴
覚
室
・

調
理
室
・
会
議
室
な
ど
、
設
備

が
充
実
し
て
お
り
、
市
民
が
互

い
の
交
流
を
深
め
た
り
、
学
習

し
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活

動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
公
民
館
定
期
利

用
団
体
は
　
団
体
で
、
フ
ラ
メ

35

ン
コ
・
お
菓
子
作
り
・
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
・
書
道
・
大
正
琴
な
ど

多
種
多
彩
で
す
。
取
材
時
に
 筝
 
こ
と

の
お
稽
古
を
見
学
さ
せ
て
も
ら

い
、
日
本
音
楽
の
味
わ
い
や
表

現
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
利
用

団
体
の
発
表
の
場
と
な
っ
て
い

る「
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ま
つ
り
」

や
「
男
の
料
理
教
室
」
な
ど
、

数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
館
は
、
遊
び
を

通
し
て
児
童
の
健
康
を
増
進
し
、

情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
。
0
歳
か
ら
就
学
前

の
子
と
保
護
者
を
対
象
に
、
気

軽
に
遊
び
、
交
流
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
場
と
し
て
「
こ
ぎ
つ

ね
コ
ン
タ
の
広
場
」
や
近
隣
の

小
学
生
以
上
を
対
象
に
「
わ
ん

ぱ
く
ラ
ン
ド
」
な
ど
で
遊
び
＆

学
び
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
間
約
3
2
街
0
0
0
人
の
利

用
者
が
あ
り
、
取
材
当
日
も
子

ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

ん
で
お
り
、
往
時
を
し
の
び
な
が

ら
発
着
場
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

い
ん
ざ
い
の
歴
史
と
自
然
の
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
身
近
な
水
辺
の

ク
ル
ー
ズ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　「
い
ん
ざ
い
ぶ
ら
り
川
め
ぐ
り
」

は
印
西
市
観
光
協
会
の
「
い
ん
ざ

い
水
の
郷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
4
月

か
ら
　
月
ま
で
第
一
、
第
三
の
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土
・
日
曜
日
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
で
き

る
船
頭
さ
ん
を
募
集
中
で
す
。
小

型
船
舶
免
許
を
持
っ
て
る
人
が
対

象
で
す
が
、
取
得
の
際
に
は
費
用

の
半
額
補
助
が
あ
り
ま
す
。

■問 
N
P
O
法
人
印
西
市
観
光
協
会

事
務
局
（
緯
碓42 
7
5
3
0
・
■ＨＰ h

t
tp
://w

w
w
.in
zaim

izu
n
o

sato
.co
m
/

）。
※
月
・
水
・
金

曜
日
の
午
前
9
時
～
午
後
4
時
。

　
3
つ
目
の
施
設
の
図
書
館
は
収

納
蔵
書
約
8
万
冊
、
年
間
の
貸
出

利
用
者
は
約
4
5
街
0
0
0
人
。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
は
小
規
模
な
が

ら
、
電
動
の
移
動
書
棚
が
あ
り
、

収
納
効
率
の
高
さ
に
感
心
し
ま
し

た
。
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
カ
ラ

オ
ケ
設
備
が
あ
り
、
元
気
づ
く
り

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
取
材
に
は
館
長
と
担
当

者
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
が
、
最

後
に
、
館
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

「
今
ま
で
当
館
に
来
た
こ
と
の
な

い
人
、
と
り
わ
け
印
西
市
に
転
入

間
も
な
い
み
な
さ
ん
、
一
度
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
温
か
い
ふ
れ

あ
い
を
求
め
て
文
化
館
に
来
て
く

だ
さ
い
。」と
の
こ
と
で
す
。
魅
力

た
っ
ぷ
り
の
空
間
に
一
度
立
ち

寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
緯
碓45 
3
8

0
0
）。　
　

広報レポーター：
 田中　謙一郎 （小林浅間）
たなか　　けんいちろう ふれあい文化館

ガラス張りの壁面が特ガラス張りの壁面が特徴徴

約８万冊を所蔵しているそうふけ図書約８万冊を所蔵しているそうふけ図書館館

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

臼犬の洋服渦シングルベッド嘘印西しおん幼稚園うわばき入れ唄印西しおん幼
稚園制服（上着、ネクタイなし）欝印西しおん幼稚園帽子蔚学生服（男子）鰻東京
学館男性夏用Yシャツ姥本棚厩子ども用アンパンマンの補助便座浦つっぱり式
チャイルドゲート瓜小林中学校制服。

臼補聴器渦はなぶさ（英）幼稚園の制服および体操服嘘印旛中女子制服唄天神幼稚園
男児制服および体操服欝印西しおん幼稚園体操服（半袖）。

葛賑わいを見せる寄港地「川の停車場」

葛のどかな風景を見ながら
　　　　　ゆったりと楽しめます


